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1）変数として、「回答者」「性別」「質問 1 」「質問 2 」「質問 3 」をもったデータを考
える。回答者には、名前01～名前20を割り当て、性別は、「男性」「女性」を乱数で割り当
てる。「質問 1 」の回答としては A、B、C、Dを、「質問 2 」には、a、b、c、d、eを。「質
問 3 」には、1、2、3、4、5をそれぞれ乱数で割り当てて検討に用いるデータを作成した。
図 3 にあるのが、こうして生成したワイド・フォーマットのサンプルデータである。こ
れを gather()コマンド3）でロング・フォーマットにしたものが図 4 である。対応関係
をよく見ていただきたい。
回答者には、名前 01〜名前 20 を割り当て、性別は、「男性」「女性 乱数で割り当てる。

















# TECMIN が吐き出した CSV を読み込む 
```{r} 
fname = "2018 年度新入生コンピュータ経験アンケート_20180414.csv" 
.d <- read_csv(file = fname, locale = locale(encoding = "cp932")) 
``` 
 
# long format を wideformat に変換して Excel 用 CSV で書き出す 
```{r} 
.d %>% select(-回答日,-回数,-質問内容) %>%  
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# TECMIN CSV  
```{r} 
fname = "2018 _20180414.csv" 
.d <- read_csv(file = fname, locale = locale(encoding = "cp932")) 
``` 
 
# long format wideformat Excel CSV  
```{r} 
.d %>% select(- ,- ,- ) %>%  
図 3 　ワイド・フォーマット　　　　　　　　　　図 4 　ロング・フォーマット





回答者には、名前 01〜名前 20 を割り当て、性別は、「男性」「女性」を乱数で割り当てる。














# TECMIN が吐き出した CSV を読み込む 
```{r} 
fname = "2018 年度新入生コンピュータ経験アンケート_20180414.csv" 
.d <- read_csv(file = fname, locale = locale(encoding = "cp932")) 
``` 
 
# long format を wideformat に変換して Excel 用 CSV で書き出す 
```{r} 
.d %>% select(-回答日,-回数,-質問内容) %>%  
  spread(key=質問番号,value=回答) %>% 
write_excel_csv("sample2018.csv") 
``` 
図 3 　変換スクリプト：rmarkdown で記述。
まず最初に、TECMINが出力した CSVファイルを read_csvで読み込んでいる。その
時、 この CSV ファイルは Excel で読み込むことを前提に文字コードが shift-
jis(cp932)にエンコードされているので、それを明示する。明示しないと文字化けする。
次に、spread()コマンドを使ってロング・フォーマットをワイド・フォーマットに
変換し、それを、write_excel_csv(" ファイル名 ") で、書き出している。この


































Hadley Wickham のコマンド群は、このロング /ワイド変換の他に、dplyrと呼ばれる
コマンド群、また、UNIXなどでは大前提になるコマンドのパイプ処理などからなってい





























































































ので、一人あたり 19 行が使われてるデータになっているのと比べて欲しい。） 



































2） 回答状況を確認する。問 2 が未記入の場合は NAになっているので、それを確認。そ









答者）の部分は、デフォルトでは NA となるが、これは spread コマンドの中で、

















1 ） TECMIN 作新学院大学で2012年より使用している学内情報サービス。本体は、国立情報学研究
所が開発した NetCommons 2.0 で、本学で使用しているものは、それをベースにベンダーが追加
開発を行った、NextCommonsである。なお、TECMIN（テクミン）とは、大学のマスコット・キャ
ラクタであり、20xx年に、当時幼児教育科の赤羽薫教授によってデザインされた。http://..... 。
学内情報サービスを TECMINと呼ぶのは、このマスコット・キャラクタと Toral Education & 






















言われることもあるが、その Rに GUI環境を提供する RCommander（John Fox教授）も開発され、
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